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１．モジュールの再配備を実施するシステムを特定します 

１－１．MVISION ePO(以下、管理コンソールと表記)にログインいたします 

１－２．管理コンソール画面上段[≡]（メニュー）から[システム]→[システム ツリー]を押下し、
システムの[システム名]を選択します。[インストールされている製品]欄のバージョンが下記のも
の未満のシステムが対象です。 

 
製品名 バージョン 

Endpoint Security platform 10.0.7.3468 

Endpoint Security Adaptive Thread Protection 10.0.7.3590 

Endpoint Security Thread Protection 10.0.7.3497 

Endpoint Security Firewall 10.0.7.2298 

Endpoint Security Web Control 10.0.7.2697 

 
システムの[システム名]、[システムの場所]の「¥」以降に記載されているグループ名を控えてお
いてください。 

 
２．Endpoint Securityのインストールを無効化したサブグループの作成 

２－１．管理コンソール画面上段[≡]（メニュー）から[システム]→[システム ツリー]を押下いた
します。 

２－２．左ペインの[システム ツリー]よりサブグループを作成する場所を選択してください 

root 直下に作成される場合は、［ユーザーの組織］を選択してください。 

２－３．[システム ツリーのアクション]→[新しいサブグループ]を押下してください。 

２－４．[名前]に対象となるシステムのグループ名(例:ターゲット グループ)を指定し、[OK]を
押下します。 

２－５．左ペインの[システム ツリー]より、手順２－４で作成されたサブグループを選択してく
ださい。 

右ペイン、[配備]タブを選択して、Windows セクションで[McAfee Agent]だけが選択さ
れている事をご確認ください。 

※デフォルトでは、McAfee Agent の配備だけが有効化されているサブグループが作成されます
が、念のため、[McAfee Agent]だけが選択されていることをご確認ください。 

 
３．Endpoint Securityのアンインストールタスク作成 

３－１．管理コンソール画面上段[≡]（メニュー）から[ソフトウェア]→[製品の配備]を押下いたし
ます。 

３－２．画面下部、[高度な製品配備]のリンクを押下して下さい。 



３－３．画面左上、[新しい配備]を押下して下さい。 

３－４．[新しい配備]画面の[名前]にタスク名を入力します。(例:アンインストールタスク) 

３－５．パッケージから[Endpoint Security Adaptive Threat Protection 10.7.0]を選択し、アク
ションに[アンインストール]を選択します。 

※コマンドラインは空白のままでお願いいたします。 

３－６．[＋別のパッケージを追加する]を選択し、[Endpoint Security Firewall 10.7.0]、 [Endpo

int Security Threat Prevention 10.7.0]、[Endpoint Security Web Control 10.7.0]についても同
様に、アクション[アンインストール]を指定します。 

※Endpoint Security Platform 10.7.0 は自動でアンインストールが行われるため、未選択でお願
いいたします。 

３－７．[システムを選択]セクションにて[タグまたはグループで選択]を押下していただき、 

手順２－４で作成したグループをチェックし、[OK]を押下します。このとき手順２－４で作成し
たグループが表示されない場合は、[システム ツリー]タブの[ユーザーの組織]左側の[＞]を押下し
ます。 

３－８．画面左上の[保存]を押下します。 

 
４．手順２－４で作成したサブグループへ移動します 

４－１．管理コンソール画面上段[≡]（メニュー）から[システム]→[システム ツリー]を押下いた
します。 

４－２．手順１で特定したシステムのチェックボックスにチェックを付けてください。※複数選
択可能です 

４－３．画面下部、アクション→ディレクトリ管理→[システムを移動]を選択してください。 

４－４．手順２－４で作成いただいたサブグループを選択して、画面右下[OK]を押下して下さい 

 
５．エージェント/サーバー間通信を実行して、アンインストールタスクを動作してください 

※60 分(デフォルト値)の通信間隔でも、エージェント/サーバー間通信は自動で実施されます。 

 すぐに、実施される場合は以下手順をご参考くださいますようお願いいたします。 

 
----------------<エージェント/サーバー間通信実施方法>---------------- 

■エージェントウェークアップ 

1. 管理コンソールにログインいたします。 

2. 管理コンソール画面上段[≡]（メニュー）から[システム]→[システム ツリー]を押下いたします。
  
3. 対象システム名の左横のチェックボックスにチェックを付加いたします 

4. 画面下、[エージェントウェークアップ]を押下いたします 

5. [McAfee Agent のウェークアップ]画面に遷移いたしますので、 

  [OK]ボタンにてエージェントウェークアップを実行いたします 

 
 
 
■プロパティの収集と送信 



1. クライアントシステムのタスクバーまたはタスクトレイより、McAfee アイコンを押下してく
ださい 

2. [McAfee Agent ステータスモニター]を押下してください 

3. [プロパティの収集と送信(O)]を押下してください 

----------------------------------------------------------------------------------------- 
 
６．製品のアンインストール後に、クライアントシステム(PC)を手動で再起動してください 

起動中のアプリケーションが存在する場合は、すべて終了させた後で再起動の操作を実施してく
ださい。 

 
７．クライアントシステム再起動後、以下の手順で製品がアンインストールされていることをご
確認ください 

 
■管理コンソールから確認する方法 

７－１．管理コンソールにログインいたします。 

７－２．管理コンソール画面上段[≡]（メニュー）から[システム]→[システム ツリー]を押下いた
します。 

７－３．対象のクライアントシステム(名)を選択いたします 

７－４．システムの情報画面に遷移いたしますので、製品タブを選択してください。 

７－５．以下製品の[アクションの種類](列)が[削除]となっていることをご確認ください 

※下記バージョンは、バージョン(列)の値の例を示しています。 

Endpoint Security Adaptive Threat Protection(バージョン:10.7.0.3437) 

Endpoint Security Threat Prevention(バージョン:10.7.0.3299) 

Endpoint Security Firewall(バージョン:10.7.0.2157) 

Endpoint Security Platform(バージョン:10.7.0.3255) 

Endpoint Security Web Control(バージョン:10.7.0.2581) 

 
※ステータスが変わっていない場合は、もう一度エージェント/サーバー間通信を手動で実施して、 

 ステータスが反映されるかご確認をお願いいたします。 

 
■クライアントシステムから確認する方法 

７－１． Windows 10 では、スタートメニューからプログラムフォルダを開き、McAfee フォル
ダに McAfee Endpoint Security が存在しないことを確認してください。 

 Windows 11 では、[スタート]を選択し、[すべてのアプリ]の横にある「>」を選択し、
「M」ではじまる欄に「McAfee Endpoint Security」が存在しないことを確認してくだ
さい。 

 Windows 8.1 では、スタート画面を表示し「↓」をクリックして[アプリ]一覧を表示さ
せてください。「M」ではじまる欄に「McAfee Endpoint Security」が存在しないこと
を確認してください。 

 
 
８．Endpoint Security 10.7.0 を再インストールしてください。 



８－１．管理コンソール画面上段[≡]（メニュー）から[システム]→[システム ツリー]を押下いた
します。 

８－２．手順４－４．で移動したシステムを選択します。 

８－３．画面下部、アクションから[ディレクトリ管理]→[システムを移動]を選択してください。 

８－４．手順１で控えておいた元のサブグループを選択して、画面右下[OK]を押下して下さい。 

８－５．エージェント/サーバー間通信を実行してください。 

※60 分(デフォルト値)の通信間隔でも、エージェント/サーバー間通信は自動で実施されます。 

 すぐに、実施される場合は以下手順をご参考くださいますようお願いいたします。 

 
----------------<エージェント/サーバー間通信実施方法>---------------- 

■エージェントウェークアップ 

1. 管理コンソールにログインいたします。 

2. 管理コンソール画面上段[≡]（メニュー）から[システム]→[システム ツリー]を押下いたします。
  
3. 対象システム名の左横のチェックボックスにチェックを付加いたします 

4. 画面下、[エージェントウェークアップ]を押下いたします 

5. [McAfee Agent のウェークアップ]画面に遷移いたしますので、 

 [OK]ボタンにてエージェントウェークアップを実行いたします 

 
■プロパティの収集と送信 

1. クライアントシステムのタスクバーまたはタスクトレイより、McAfee アイコンを押下してく
ださい 

2. [McAfee Agent ステータスモニター]を押下してください 

3. [プロパティの収集と送信(O)]を押下してください 

----------------------------------------------------------------------------------------- 

 

９．Endpoint Security 10.7.0を再インストール(再配備)後、製品がインストールされているこ
とをご確認ください。 

 
■管理コンソールから確認する方法 

９－１．管理コンソールにログインいたします。 

９－２．管理コンソール画面上段[≡]（メニュー）から[システム]→[システム ツリー]を押下いた
します。 

９－３．対象のクライアントシステム(名)を選択いたします 

９－４．システムの情報画面に遷移いたしますので、製品タブを選択してください。 

９－５．以下製品の[アクションの種類](列)が[インストール]となっていることをご確認ください 

※次ページのバージョンは、バージョン(列)の値の例を示しています。記載バージョン以上にな
っていれば再インストールに成功しています。 

 
 
Endpoint Security Adaptive Threat Protection(バージョン:10.7.0.3590) 



Endpoint Security Threat Prevention(バージョン:10.7.0.3497) 

Endpoint Security Firewall(バージョン:10.7.0.2298) 

Endpoint Security Platform(バージョン:10.7.0.3468) 

Endpoint Security Web Control(バージョン:10.7.0.2697) 

 
※ステータスが変わっていない場合は、再度エージェント/サーバー間通信を手動で実施して、 

 ステータスが反映されるかご確認をお願いいたします。 

 
■クライアントシステムから確認する方法 

9－１．  Windows 10 では、スタートメニューからプログラムフォルダを開き、McAfee フォル
ダに McAfee Endpoint Security が存在することを確認してください。 

 Windows 11 では、[スタート]を選択し、[すべてのアプリ]の横にある「>」を選択し、
「M」ではじまる欄に「McAfee Endpoint Security」が存在することを確認してくださ
い。 

 Windows 8.1 では、スタート画面を表示し「↓」をクリックして[アプリ]一覧を表示さ
せてください。「M」ではじまる欄に「McAfee Endpoint Security」が存在することを
確認してください。 

 


